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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、琉球諸島沖永良部島の言語（沖永良部語）の言語衰退の要因となっ
た社会的要因を、言語実験とインタビュー調査から明らかにすることである。研究期間中に、質的調査（インタ
ビュー調査）を26名、量的調査（アンケート調査）を505名行い、方言禁止教育、学校・仕事・友人・家庭での
方言使用、メディア、家庭内での言語選択、婚姻相手の変化、言語意識、言語継承活動に着目して分析を行っ
た。その結果、沖永良部語の理解度が急速に低下する年代と、家庭内で親以下（親、目上の兄姉など）が標準語
を使用するようになった年代に関連が見られることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to identify the social factors contributing to 
the linguistic decline of the Okinoerabu language on Okinoerabu Island, located in the Ryukyu 
Islands, Japan, through linguistic experiments and interview surveys. During the study period, a 
qualitative survey involving interviews with 26 participants and a quantitative survey involving 
questionnaires completed by 505 participants were conducted. The analysis focused on various 
factors, including education on dialect prohibition, dialect use at school, work, with friends, and 
at home, media influence, language choice within the household, changes in marriage partner 
selection, language awareness, and language transmission activities. The results indicated an 
association between the age of rapid decline in Okinoerabu comprehension and the age at which 
parents and other household members (e.g., older siblings) began using the standard language at 
home.

研究分野：危機言語
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、危機言語の言語衰退の実態と、その背後にある言語選択の変化の関連を、言語実験・イ
ンタビュー調査・アンケート調査から実証的に明らかにした点である。本研究の過程で行われたアンケート調査
は、沖永良部島における初めての言語意識調査であり、資料的価値が高い。また、本研究は(a)言語衰退と直接
関連がある要因を導いた、(b)島内の言語意識の実態を把握した、(c)危機言語の学習意欲がある人の学習ニーズ
の実態を捉えられた、という点において、現在島内で行われている言語復興・言語継承活動の基盤となるデータ
を提供し、今後の言語継承活動に貢献できると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
琉球諸島において、伝統的な地域言語から共通語へと言語移行が進んでいることは知られ
ているが、言語移行の背景に、どのような言語を取り巻く社会的変化があったかは十分に研
究されていない。言語が危機的状態になった背景を知ることで、現在地域で行われている言
語復興活動に、地域の実情に即したアプローチを提案することが出来る。 
 
２．研究の目的 
琉球諸島沖永良部島の言語（沖永良部語）の言語衰退の実態を把握し、その要因となった社
会的要因をインタビュー調査・アンケート調査から明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 言語実験により言語衰退の実態を明らかにする 
(2) (1)を行う沖永良部島国頭集落において、20-90 代の男女を対象に質的調査（インタビュ
ー調査）を行い、言語衰退と関連が見られる要因をピックアップする。 
(3) (1)で得られた結果を基に、全島を対象にした量的調査（アンケート調査）を行い、言語
衰退の要因や、言語意識について調査する。 
 
４．研究成果 
沖永良部島国頭集落において、質的調査（インタビュー調査）を 26 名、島内全域を対象と
して量的調査（アンケート調査）を 505 名行い、方言禁止教育、学校・仕事・友人・家庭で
の方言使用、メディア、家庭内での言語選択、婚姻相手の変化、言語意識、言語継承活動に
着目して分析を行った。 
その結果、沖永良部語の理解度が急速に低下する年代と、家庭内で親以下（親、目上の兄
姉など）が標準語を使用するようになった年代が重なることがわかった（図 1）。  
 

 

図 1：方言理解度と言語選択（横山・冨岡・中山 2024: 81） 
 

 また、アンケート調査内で言語意識についても質問したところ、回答者の 89%が言語継
承を望むなど（横山 2023: 168）、継承に肯定的な言語態度が明らかになった。 
 



 
図 2 方言を次世代に継承したいか？（横山 2023: 168） 
 
【研究成果の報告】 
横山晶子・冨岡裕・中山俊秀（2024）「危機言語コミュニティにおける、家庭内での言語選
択の変遷－北琉球沖永良部島を事例に―」『琉球の方言』47 71-84. 沖縄文化研究所 
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方言を、次世代に継承したいと思いますか？

a.是非、継承したいと思う b.出来れば、継承したいと思う

c.あまり、継承しなくてもよいと思う d.全く、継承しなくてもよいと思う
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